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北大水産実報
54(1/2)， 17-20， 2ω3. 

東北地方太平洋沖から採集された3種の魚類

高橋聖史1)・今村 央2)・仲谷一宏1)

Records of Three Fish Species from the Western Pacific of 

Northern Japan (Pisces: Teleostei) 

Masafumi T雌 AHAS四， Hisashi IMAMURA and Kazuhiro NAKAYA 

Abstract 

A morid Laemonema nana Taki， 1953， a trachichthyid Hopl切tethusjaponicus Hilgendorf， 1879 and a 
scorpaenid Scorpaena neglecta (Temminck and Schlegel， 1843) were collαted from the westem North Pacific off 
Iwate and Aomori Prefectures， nothem Japan. The former two sp巴cieshad been reported only仕omsouthem 

Japan; thus present report represents the first records of L. nana and H. japonicus from northem Japan and these 

are also their northem-most records. Scorpaena. neglecta has sometimes been reported from northem Japan， but 

they were mostly in the list of the fishes. This study gives a reliable rωord of S. neglecta from northem Japan， 

based on a specimen 

区eywords: Laemonema nana， Hoplostethus japoni，αIS， Scorpaena neglecta， First and northem-most records， 
Hachinohe， Aomori Prefecture， Miyako， Iwate Prefecture， Northem Japan 

2∞2年6月に岩手県から青森県にいたる北西太平洋沿
岸の水深40-“Omにおいて，東北区水産研究所八戸支所に

よるマダラおよびカレイ類の分布調査が実施された。この

調査で採集された魚類標本の中に，チゴダラ科Moridaeイ

トヒキダラ属ヒメダラ Laemonemanana Taki， 1953，ヒウ

チダイ科Trachichthyidaeヒウチダイ属ヒウチダイ Hoplo-

stethos japonic凶 Hilgendorf， 1879およびフサカサゴ科

Scorpaenidaeフサカサゴ属イズカサゴ Scorpaenα neglecta

(Temminck and Schlegel， 1843)と査定される標本が確認さ

れた。ヒメダラとヒウチダイはこれまで北日本から報告さ

れておらず，本研究ではこれら 2種を本海域からの初記録

および分布の北限記録として報告する。またイズカサゴは

本州中部以南に分布するとされることが多いが(例えば中

坊， 2側 b)，新潟県，青森県などからも記録されている(塩

垣， 1982;本間， 1992)。しかし，これらの報告は目録的で

あったり，標本の所在が明記されていなかった。本研究で

は，イズカサゴを標本に基づいて記載するとともに，北日

本からの確実な記録として報告する。

計数計測方法は Hubbsand Lagler (1958)に従った。観

察した個体は北海道大学大学院水産科学研究科 (HUMZ)

に魚類標本として登録されている。

本研究を進めるにあたり，ご指導いただいた北海道大学

大学院水産科学研究科の矢部 衛助教授，および標本を送

付してくださった独立行政法人水産総合研究センター東北

1)北海道大学大学院水産科学研究科多様性生物学講座

区水産研究所八戸支所の北川大二博士および成松庸二博

士，同研究所の調査船若鷹丸の乗組員の方々に謹んで感謝

の意を表する。

材学}

ヒメダラ

Laemonema nana Taki，眼目

(Fig.l) 

HUMZ 179773，標準体長50.1mm，北緯40度 53.78分，

東経 141度27.87分北緯 40度55.06分東経 141度26.87

分，水深 75-8臼n，八戸沖，着底トロール， 2∞2年5月30
日，若鷹丸採集。

記載

第 l背鰭鰭条数5，第2背鰭鰭条数48，腎鰭鰭条数49，胸

鰭鰭条数22，腹鰭鰭条数2。

体長に対する各部位の百分率(%):頭長23.8，体高 17.2，

体幅 12.5，吻長5.7，眼嵩径6.9，限後長 12.1，両眼間隔5.1，

上顎長9.9，下顎先端のひげの長さ 4ふ胸鰭長 17.2，腹鰭長

15ム背鰭基底長74.9，啓鰭基底長57.4，尾柄長4.0，尾柄

高3.2。

体は側肩し，延長する。上顎は下顎より前方に突出する。

下顎に l本のひげを有する。側線は第2背鰭前部下方で急

(Laboratory of Marine Biodiversity， Graduate School of Fishe，初公削ces，Hokkaido Universi.砂)
2)北海道大学総合博物館
(The Hokkaido University Museum) 
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Fig.1. Laemonema nana， HUMZ 179773，50.1 mm SL，什omoff Hachinohe， Pacific coast of Aomori Pref. 

激に下降する。腹鰭は喉位。 2本の腹鰭軟条は糸状に伸長

し，根元から約2/3でそれぞれ分離する。背鰭は 2基あり，

第2背鰭に欠刻はない。 背鰭と轡鰭は尾鰭と連続しない。

カラー写真に基づく生鮮時の体色は白色で，胸鰭は薄権

色を呈する。 10%ホルマリンで固定後に 50%イソプロピル

アルコールに保存した標本は一様に淡白色てらある。

分布

本種は八戸沖 (本研究)，および日本海，瀬戸内海，土佐

湾などの南日本沿岸 (岡村，1988;遠藤，1997;中坊，

2側 a)に分布する。

備考

本標本は背鰭が2基で第2背鰭に欠刻がないこと，腹鰭

は糸状に伸長し 2軟条であることなどからチコダラ科のイ

トヒキダラ属 Laemonemaに属する (松原，1955;中坊，

2側 a)。また，本標本は第 l背鰭が小さく第2背鰭とほぼ同

じ高さで第 l軟条は糸状に伸長しないこと，啓鰭起部は第

2背鰭起部下のやや後方に位置することなどから，本属魚

類のヒメダラとイ トヒキダラ L.longipe.古Schmidtに類似す

る。さらに本標本は下顎が上顎よりも前に突出しないこ

と，腹鰭軟条が根元で分離しないこと，下顎に l本のひげ

をもつこと，側線が第2背鰭前部下方で急激に下降するこ

となどの特徴をもち，これらの形質はヒメダラとよ く一致

することから (松原， 1955;中坊，2鵬 a)，本研究では本標

本をヒメダラと査定した。

本種はこれまで南日本の沿岸域のみから報告されてお

り，八戸沖での分布が確認されたのは今回が初めてであ

る。よって，本研究はヒメダラの北日本太平洋側からの初

記録および北限記録として報告する。

材料

ヒウチダイ

Hoplostethus japonicus Hilgendorf， 1879 
(Fig.2) 

HUMZ 179712，標準体長244.0mm，北緯39度 45.21分，

東経 142度 16.09分 北緯 39度43.51分東経 142度 16.69

分，水深 346-361m，宮古沖，着底トロール，若胞丸採集，

2∞2年6月 l目。

記載

背鰭鰭条数 VI，13，軍事鰭鰭条数 11I，10，胸鰭鰭条数 17，

臨堵鰭条数 1，6，鯨杷数6+1+13=20。

体長に対する各部位の百分率(%):頭長40.4， 体高 51.8，

体幅 14.0，吻長8.9，眼禽径 11.1，限後長21.0，両眼間隔13.0，

上顎長26.6，胸鰭長 34.3，腹鰭長21.7， 背鰭基底長36.7，轡

鰭基底長 17.4， 尾柄長21.9，尾柄高 13.90

主鯨蓋骨は関節部から放射状の隆起をもつが赫はない。

前鯨蓋骨隅角部の椋は三角形で強く ，胸鰭起部にわずかに

達しない。鯨絶は鋭く尖る。上顎後端は眼筒後縁に達する。

両顎には非常に細かい剛毛状歯がある。前鋤骨に歯がな

い。紅門の後方の腹縁に 14個の強大な稜鱗がある。背鰭は

鯨孔後縁の上方から始まる。 背鰭，啓鰭，腹鰭の車車は太く ，

すじがある。背鰭車車は後方のものほど長い。

カラー写真に基づく生鮮時の体色は暗褐色で，下方は銀

白色を呈する。各鰭は削工色で，間思蓋皮弁，口腔内，腹膜

および虹門は漆黒である。 附%ホルマリンで固定後に 50";6

イソプロピルアルコールに保存した標本は一様に褐色で，

意思蓋皮弁，口腔内，腹膜および紅門は漆黒を呈する。

分布

本種は宮古沖 (本研究)および東京以南の太平洋 (山

川，1984;清水，1997;林，2側 )に分布する。

備考

本標本は背鰭練が6本で後方の椋ほど長いこと，H工門が
磐鰭の直前にあること，虹門前方の腹縁に強い稜鱗がある

こと，側線鱗が著しく大きく盾状であることでヒウチダイ

属 Hoplostethusに属する (松原，1955;林，2αXJ)。山}I[

(1982， 1988)，清水 (1997)，林 (2α泊)などによれば日本近

海には本属魚類としてヒウチダイとマルヒウチダイ H小

pわ'stethuscrass似nnaKotlyarが分布する。林 (2側)は，ヒ

ウチダイは尾鰭縁辺部に黒色帯をもつことでマルヒウチダ
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Fig.2. Hoplostethus japonicus， HUMZ 179712，244.0 mm SL， from 0仔Miyako，Paci日ccoast of 1 wate Pref 

イと区別されるとしたが，本標本では尾鰭後部が破損して

いるためこの形質では査定できない。一方，両種はこの形

質以外にも，前鋤骨歯の有無，稜鱗数などで識別可能であ

る (例えば山川， 1982など)。本標本は前鋤骨に歯がないこ

と，稜鱗数が 14個と多いことなどで，ヒウチダイとよく一

致したため (マルヒウチダイでは前鋤骨歯があり稜鱗数は

lト12)(山川， 1982)，本研究ではヒウチダイと査定した。

本種はこれまでト東京以南の深海に生息するとされてき

たが (林，2鵬 など)， 本研究で初めて本種を宮古沖から確

認した。 したがって本研究はヒウチダイの北日本からの初

記録および北限記録となる。

イズカサゴ

Scorpaena neglecta Temminck and Schlegel， 1843 
(Fig.3) 

材料

HUMZ 179774，標準体長76.2mm，北緯40度 53.78分，

東経 141度27.87分 北緯40度 55.06分東経 141度 26.87

分，水深 75-80m，八戸沖，着底 トロール， 2∞2年 6月4
日， 若鷹丸採集。

記載

背鰭鰭条数 XII，10;啓鰭鰭条数 111，6;胸鰭鰭条数20; 

腹鰭鰭条数1，5;側線鱗数24。

体長に対する各部位の百分率 (%)頭長44.4， 体高 36.0，

体幅 23.4， 吻長 12.6，眼禽径 9.3，限後長21.1， 両眼間隔7.6，

上顎長 22ふ 胸鰭長22.6，腹鰭長 23.4， 背鰭基底長 58ふ 最

長背鰭練長 17.8，尾柄長 16.7，尾柄高 10.2。

体は側扇する。頭部には多くの鋭い燃を持ち，涙骨下縁

には 3赫あり，下縁後部の糠は下向する。口蓋骨に歯をも

っ。背鰭は l基で，最長練は最長軟条とほぼ等しい。服部

には皮弁がある。腹鰭前方域は無鱗。

カラー写真に基づく生鮮時の体色は鮮紅色で，体及び各

鰭は大小多数の暗褐色の斑紋を有する。 10%ホルマリンで

固定後に 50%イソプロピルアルコールに保存した標本の

体色は褐色で，体及び各鰭は大小の暗褐色の斑紋を有す

る。

分布

本種は本州中部以南の日本沿岸，朝鮮，黄海，東シナ海

と南シナ海の中国沿岸に分布する他 (矢頭，1985;清水，

1988 ;石田，1997;中坊，2C削 b)，新潟県および青森県の日

本海側，三厩沖，佐井沖，白糠沖および鮫沖からも報告さ

れている (本間，1992;塩垣，1982)。

備考

本標本は，涙骨下縁に 3本の糠をもつこと，胸鰭基底付

近が無鱗であるなどからフサカサゴ属 Scorpaenaのイズ

カサゴ，フサカサゴ S.onaria Jordan and Snyderおよびコ

クチフサカサゴ S.miostoma Guntherに類似するが，涙骨

下縁後部の稼が下向する，胸鰭服部に皮弁がある，腹鰭前

方域が無鱗である，胸鰭軟条が20本であるなどの特徴か

ら，本研究ではイズカサゴと同定した (矢頭，1985;中坊，

2αlOb)。
本種は多くの著者によって南日本での分布が報告され

ているが (例えば矢頭，1985;清水， 1988;石田，1997)，新

潟県 (本間，1992)や青森県の各所 (塩垣，1982)からも記
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Fig.3. Scorpaena neglecta， HUMZ 179774，76.2 mm SL， from 0町Hachinohe，Paci自ccoast of Aomori Pref. 

録されている。 本研究でも八戸市沖でのイズカサゴの分布

が確認された。
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